チャランケ通信　第4号　2013年3月11日
　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
前内閣官房参与　峰崎直樹
あれから2年、3・11東日本大震災と福島原発事故
今日は3月11日、あれから2年が経つ。本当に3・11から、日本は大きく変わり始めたように思われる。特に、福島原発事故の与えた影響は実に大きく、今も日本社会だけでなく、地球レベルでの原発問題として論議が展開されている。忘れやすい国民と言われるわれわれ日本人ではあるが、今後とも絶対に忘れることなく原発からの脱却に向けて、それぞれの個人が、持ち場持ち場で努力し続けていく以外にない。毎週金曜日の官邸前デモの参加者が、徐々に少なくなりつつあるようだ。安倍政権が原発再稼働を施政方針演説で明確にした。参議院選挙を含む今後の様々な戦いで、しっかりと国民の意思を示し続けていく以外にない。
北海道の暴風雪、もういい加減にしてほしい
それにしても、今年の雪にはほとほと参ってしまう。先週の日曜日も豪雪のため道内で9人の方が亡くなっており、とくに9歳の娘さんを助けようとして、ホワイトアウトといわれる猛吹雪で視界が全く見えなくなる中、自分のジャンパーをかけ、しかも両手で抱きかかえながら娘さんを守りつつ亡くなられた父親の姿には、心から感動させられる。これで豪雪も終わりかと思ったら、9日から10日にかけて全道的に大雪で、9日にわざわざ東京から北海道社会福祉士会の講演に来られた湯浅誠さんも、雪のため1時間近く遅れて到着されるなど、東京が春のようなポカポカ陽気であっただけに、北海道の厳しさを痛感されたたようだ。湯浅さんは、確かその後も旭川から道北にかけて講演が待ち受けていたはずで、10日も同じように豪雪となり、各地で交通機関も不通になるなど、散々な目に遭われたに違いない。
湯浅さんの「生活支援戦略とセーフティネットの行方」と題する講演は、札幌市内の「かでる2・7」で開催され、なかなかの盛況であった。講演後はフリーの意見交換会が予定されていたのだが、時間の関係で少人数の質問だけに絞られたものの、質問者の数が多く3人で打ち切らざるを得なかった。やはり、年越し派遣村の活躍以降、社会活動家としての湯浅さんに対する期待が北海道でも根強いことがわかる。私は、今年1月に東京でお会いしたときに札幌での公演予定を聞いており、湯浅さんの大変わかりやすく説得力に富むお話に1時間弱の時間があっという間に過ぎ、終了後ご挨拶して別れたが、別れ際に湯浅さん曰く「北海道の厳しさを体感しました」と。
湯浅誠さんと約束した、再分配できる国・社会造りを
湯浅さんの場合、とくに社会保障・税一体改革の有識者会議などで問題提起をされていたし、民主党政権下で内閣府の参与として様々な提言をされていたなかで、外から批判的に見ている活動家とは異なり、どうしたら今の政府内で目的に向かって一歩でも二歩でも前進することができるのか、官僚機構の中で苦闘された体験に裏打ちされ、かつ地についた問題提起が素晴らしいと思う。1月にお会いしたときにも、貧困からの脱却に向けてどうしたら必要な財源を確保できるのか、再分配による税収増加が必要な今、大変苦悩されている現実に直面され、今後とも再分配できる社会をどのように作っていけるのか、情報交換して行こう、と約束してきた次第である。
宮本太郎、山口二郎両教授の送別会への参加
先週7日の夜、宮本太郎、山口二郎という二人の北海道大学教授の送別会が開催され、参加した。宮本先生は母校の中央大学へ今年の4月から、山口二郎先生は来年4月から法政大学へ転職されるとのことであり、2人の秀逸な名物教授が北海道から去られることはまことに残念なことであり、参加された多くの関係者も名残を惜しむ声が多く聞かれると同時に、お二人がこれからも全国的な視点から、現代的な社会民主主義の在り方についての情報発信を強く打ち出し、安倍自民・公明党政権にたいして厳しく対峙してほしい旨の意見が印象的であった。聞くところによると、お二人は偶然のことなのだが生年月日が全く同じ日だとのこと、太郎・二郎コンビで活躍してこられたのも、何かの縁なのだろう。
渡辺恒雄読売新聞社主が語った宮本先生との会話
私にとって宮本先生は、議員時代にベーシックインカムの勉強会の講師にお願いしたときに始まり、内閣官房参与になった直後に社会保障に関する有識者検討委員会の座長に就任していただき、わずか2か月で報告書を取りまとめていただいた。また、その後与謝野大臣の下「社会保障・税一体改革検討委員会」の有識者委員会のメンバーとして机を並べて議論に参加させていただいただけに、思い出は尽きない。特に、社会保障・税一体改革の有識者会議の発足に際し、その説明に読売新聞社に渡辺恒雄社主を訪ねたとき、麻生内閣時代の安心社会実現会議で宮本先生とご一緒され、その時のエピソードとして渡辺社主から「宮本先生のお父さんから自分が共産党を除名され、その結果今日の自分があるのだ」という話をされた際に、宮本先生の方から「実は、父は大のジャイアンツファンでした」と話されたことを、大きな声で笑いながら語っておられたのが印象的であった。
社会民主主義の定着を訴え続けられた、山口二郎教授
山口二郎先生とは、横路道政が誕生した直後に北海道大学に助教授としてこられ、当時「Sの会」という名前の自治労と北海道だけでなく東京などの諸大学の先生方との勉強会が始まったばかりの頃で、新進気鋭の山口先生は先輩の大物教授の中で、社会党に対する思い入れが強い発言をされていたのが印象的であった。以来、社会党から民主党へ政界が再編成されるなかでも一貫して自民党に代わって民主党が政権交代をする必要があることを力説され続け、時には国立大学教授という公務員の則を超えてしまうのではないか、と思われるような言動を展開されてこれらたわけで、それだけに、政権の座を失った今の民主党に対する批判も手厳しいものがある。今後とも、社会民主主義の良き伝統をどのように生かしていけるのか、先生なりに大いに情報発信して欲しいものだ。
民主党北海道代表、横路前衆議院議長で再建を
北海道新聞の報道(9日朝刊)によれば、民主党北海道の代表に横路前衆議院議長が就任することが確定したという。先の総選挙で敗北した民主党北海道の責任を取って新井聡代表が辞任をされ、その後なかなか後任の人事が決まらなかった。来週16日が民主党道連の定期大会であり、ここは横路代表で立て直しを図ってほしい、という声が高まっていた。まさに、最後の砦であり、何とか横路さんを軸に結集して、民主党発祥の地と言われる北海道から再建の狼煙を上げてほしいものだ。
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